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巻 頭 言 

経済制裁は慎重に ―制裁で犠牲になるのは民衆だ―  
NPJ 運営委員 岡本 三夫(広島修道大学教員) 

横田滋「北朝鮮による拉致被害者家族連

絡会」代表らの共同声明を読んだ。北朝鮮

の対応は不誠実であり、徒に実務者協議を

続行しても埒があかないから、「食糧支援

等の凍結はもとより、まさに今こそ政府は

北朝鮮に対する経済制裁の発動を決断すべ

きときである」とし、今回の実務者協議の

「結果は、経済制裁発動により北朝鮮の態

度を変える以外方法がないことを証明した」 

とまで言い切っている。 

家族会の人たちは、経済制裁が切り札で

あり、経済制裁をすれば北朝鮮の指導者は

震え上がり、「参りました。真実をすべて

話しますから、どうか経済制裁だけは勘弁 

してください」と土下座して日本に嘆願し

てくるだろうと読んでおり、それ以外に、

北朝鮮の態度を変える方法がないことが

「証明された」というのだ。近い将来、相

手国がどう出てくるかを「証明する」方法

などあり得ないのは外交の常識だが、家族

会はそう主張してはばからない。もちろん、

被害者と被害者の家族には心底より同情す

る。ある日、突然に襲い掛かった犯罪的な

拉致によって肉親の間が引き裂かれ、罪も

ない人びとが北朝鮮へ拉致された事実の重

さ ―― 生死さえ不明なまま長い歳月を耐

えてきたご家族の胸中は察するに余りある。 
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巻 頭 言 
 

もし、私たち自身の娘や息子たちが同じ

運命をたどったならばと思うと、解決を急

ぐ横田さんたちの気持は痛いほどよく分か

る。政府には、さらに心血を注いで問題の

解決に最大限の努力をしてもらいたい。 
しかし、経済制裁が「最後の切り札」かどう

かということについては慎重な検討を要する。

経済制裁が発動された結果、国際問題が解

決したかどうか、過去の事例も十分に調べる

べきである。南アのアパルトヘイトに対する経

済制裁は、国連決議に依拠したものだったに

もかかわらず、米国や日本が秘かに交易をつ

づけ、期待した効果があがらなかったし、イラ

クに対する経済制裁では、国民生活が最悪

状態に追い込まれただけで、効果なく、つい

に戦争に発展してしまった。 

人との付き合い、夫婦関係、子育てなどに

おいても、過度に懲罰的な態度が絶交、離婚、

家出といった破滅的な結果に終わりがちだと

いうことにも思いを致すべきである。経済制裁

は戦争に準じる懲罰だからだ。死刑という究

極の懲罰でさえ、見せしめ効果がないというこ

とで、制度を廃止した国が欧州には多い。実

際、凶悪犯罪発生率は死刑制度の有無とは

無関係であることが証明されている。 

平和学の分野で著名なハワイ大学のグレ

ン・ペイジ教授は『非殺生の国際関係論』とい

う書物の中で、欧州の死刑制度廃止は、被害

者の家族の猛烈な反対にもかかわらず、すぐ

れて高度な政治的・道義的判断によって実現

されたという趣旨のことを言っているが、北朝

鮮による拉致問題でも、被害者の家族の主張

とは別の高度な政治的判断によって解決の道

を探ることが望ましい。 

経済制裁は民衆の生活を直撃し、特に女

性や子ども、年寄りや病人、障害者や寄留の

外国人（北朝鮮にも外国人がいるのだ！）な

どの社会的弱者に大きな苦痛を与える「暴力」

である。イラクに対する経済制裁がやはりそう

だった。それゆえ、経済制裁の発動には慎重

の上にも慎重でなければならない。北朝鮮の

指導部が経済制裁で悲鳴をあげる可能性は

少ないが、万万が一暴発でもしたら、韓国や

日本がこうむる被害は想像を絶するだろう。 

現在の日朝関係は最悪と言ってもいいほど

であり、北朝鮮が韓国にとって不倶戴天の敵

だった七〇年～八〇年代の南北関係に酷似

している。北朝鮮に対する日韓の態度には逆

転現象が起っている。九八年以来の「太陽政

策」によって南北間の関係が抜本的に転換さ

れ、改善に向かっていることに学び、日本もま

た粘り強い外交交渉を続けることによって、文

字通り非暴力的な解決に全力を傾注すべき

だと思う。 

 

スリランカ通信 ～ジャフナという町～ 
非暴力平和隊（ＮＰ） フィールド･チーム･メンバー 

大島 みどり 
 

前回のみなさまへの報告から 2 ヶ月近くが

経とうとしているが、その間諸事情からジャフ

ナでの生活をスタートするのに時間がかかり、

実際のところいまの時点でジャフナでの活動

について述べるには、時期尚早という気がす

る。なので、今回は少しずつ慣れていくにし

たがって見えてきたジャフナという町と人々に

ついて、ご紹介させていただこうと思う。 
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＊マータラからジャフナへ 

スリランカ（あるいはどこの国だろうと他国）

の地理などご存知の方も多くないだろうと思

われるので、ごく簡単にご説明すると、わたし

の前任地マータラはスリランカ（島）の最南端

まで数キロという距離にある。ここからコロンボ

までは、ゴール・ロード（ゴールはマータラか

ら1時間コロンボ寄りにある町）と呼ばれる、ス

リランカ南西部の海岸線を一気に抜ける幹線

道路で、約 4 時間の距離（160 キロ）にある。

スリランカでいわゆる外国人がよく行くビーチ

も（内戦で東部・北東部への旅行が禁止され

ていたせいもあって）、この海岸線に並んで

いる。 

一方ジャフナは、島の最北端に近く、北・

北東・東部に多く居住するタミル人の拠点とも

言える町で、コロンボからは A9 という幹線道

路でほぼ10－12時間、400キロの距離にある。

距離的に見れば、そして日本の感覚から言

えば、マータラからジャフナまでは一日で行

ける範囲のように思われる。が、まずスリラン

カの道路状況は、日本の高速、あるいは普通

の街中の道と比べても、コンディションが比較

にならないほど悪い。そしてなによりも、実際

の距離とは別に、心理的距離というものが、

そこに横たわる。 

ジャフナに入るには、A9沿いに4箇所のチ

ェック・ポイントがある（そこを通過する以外に

道は無い）。スリランカの古都とも呼ばれるア

ヌラダプラからさらにヴァウニヤを通り、北へ

向かうと、そこは LTTE（タミール・イーラム解

放の虎）の支配地域になるので、スリランカ政

府が支配する領域を出る→LTTE領域に入る

→LTTE 領域を出る→スリランカ政府領域（ジ

ャフナ）に入る、という一連のポイントで、チェ

ックが入るというしくみなのだ。 

＊スリランカ通信＊ 

ジャフナに 1 日でたどり着こうと思うと、ジャフ

ナ手前の最終チェック・ポイントを夕方 5時半

までに通過しなくてはならない。そこで、途中

の休憩・食事時間などを考慮すると、コロンボ

出発は朝の 6時というのが、定番メニューとな

る。 

＊ＬＴＴＥによる「徴税」 

チェック・ポイントの「チェック」とは、もちろ

ん爆弾など武器を持っていないかどうかの荷

物チェックのほかに、（政府側のチェック・ポイ

ントではありえないが）電化製品などに対する

LTTE の税徴収という大事な役割がある。課

税対象物については、NP の隊員が体験した 

だけでも、ブランディーから DVD（「ハリー・ポ

ッター」など）、今回わたしがひっかかった

DVD ドライブ（プレーヤー）など、きちんとした

リストなどないのではないかと思うくらい怪しい。

ちなみにコンピュータはいまのところ問われて

いない。もちろん LTTE の税金徴収が合法か

違法かの検討は、人権問題や差別問題を

NP が扱うのであれば、見逃せない問題

（mandate、職務内容のうち）なのかもしれな

いが、これはおそらく NP がひとり問題提起を

したところで、すぐにどうこうできるものではな

い。そしてとにかく、ジャフナにたどり着くこと

が先決のときは、そんなことで争っている時間

は無い。わたしの今回のDVDドライブ事件の

顛末については、詳細を非暴力平和隊・日

本のウェブ・サイトでも掲載していただいてい

るわたしのスリランカ通信３５にゆずり、ここで

は省略させていただくが、こうしてため息と憤

慨のぼやきで、わたしのジャフナ生活はスタ

ートした。そして、これが、コロンボ／ジャフナ

間の心理的距離、あるいは現実的距離と言

って、ほぼ差し支えないだろう。 
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＊ジャフナの風景 

 それでは次に、まだ1ヶ月にも満たない（実際

ジャフナ入りをしたのは、9月19日なのだが、そ

の4日後には所用でコロンボへ移動、諸事情が

重なり、他のフィールド・オフィスなどを経て、10

月14日にやっとジャフナに再度たどり着いた）ジ

ャフナ生活から、南部マータラで1年弱を過ごし

た体験をもとに、南部と北部の違いを中心に書

いてみたいと思う。  

まずジャフナで目に付くのは、街角で見かけ

るスリランカ軍の兵士の姿である。マータラの町

では、彼らを見かけることはほぼ無い。（マータ

ラにも部隊はある。）いずれその部隊の数も聞

いてみたいところだが、とにかく多い。彼らと、そ

して警察官は、すべてシンハラ人である。（そし

てジャフナは、少数の例外を除き、タミル語を母

語とするタミル人の居住地域である。） 

シンハラ語を勉強していたわたしとしては、こ

とばを忘れないためにも、彼ら（あるいは警察

官）に話しかけてみたいと常に思っているのだ

が、これがけっこうむずかしい。軍のキャンプの

前に作られた見張り小屋から外を覗く彼らに話

しかけるのも、また銃を担いで通りを歩いている

彼らに、タミル人の前でシンハラ語で話しかける

のも、それぞれに異なる種類の勇気が必要だ。 

NPは中立の立場をとるという意識が頭をよぎ

る。これは決して軍隊や警察に話しかけてはい

けないということではないのだが、ここジャフナ

がタミル人の地域であること、けれどその地の治

安権を握っているのが、軍隊・警察、つまりシン

ハラ人であることを考えると、容易であるはずの

行為も、事情が変わってくる。これが仕事・活動

で必要上会話するということであれば、たやす

いのだが、特に仕事でもなく町を歩いていて、

自然な会話をするというのはかえってむずかし 

 

いものである。それでも何か機会を見つけて、

いつか話しかけてみようと思う。タミル人の中で

兵士として仕事をし、生活するということについ

て、彼らがどんなことを思い、感じ、考えている

のかを知りたい。 

＊戦場だった町 

 ジャフナの町で目に付くのは、そのほかに爆

撃を受けた建物の残骸と、教会、ヒンズー教寺

院である。2002年の停戦合意に至るまでにスリ

ランカでもっとも多く戦禍を受けたのは、ジャフ

ナと言っていいだろう。北部・東部を支配する

LTTEと、それを奪還しようとするスリランカ政府

軍にとって、ジャフナの町の支配権掌握は、戦

勝を意味していた。1981年に当時南アジアでも

っとも蔵書の多い図書館と言われていたジャフ

ナ図書館がシンハラ人警察に焼かれるという事

件を発端に、83年から始まった20年に及ぶ内

戦中、ジャフナは政府軍とLTTE軍に交代に支

配され、人々は戦火のたびに逃げ惑った。 

2002年の停戦合意後は、上述のとおり、政府

サイドが治安権を握っているが、いまでも政府

軍の管理下にある特定の地域（high security 

zone）へは一般市民の出入りが禁止され、その

地域に住んでいた元住民は、じぶんの土地に

戻れず、国内避難民となっている。わたしが習

い始めたヨガの先生の家族は、もともと住んで

いた土地がこの特定地域のひとつにあたるため、

そこに帰ることを許されず、14年間で27回ほど

引越しを繰り返しているという。なんという悲劇

だろう。この状況は日本でも米軍基地に土地を

追い出された沖縄（やその他地域）の反戦地主

たちの闘争をわたしに思い起こさせたが、日本

の場合と違い、彼らの土地を奪っているのは、

他国の軍隊ではなく、自国の軍隊なのだ。
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＊スリランカ通信＊ 

（もちろん沖縄の場合も、日本政府がその責任

の一端を担っているには違いないが。）自国を

守るための軍隊に、じぶんの土地を取られる。

そしてタミル人を代表する（はずの）LTTE側か

らは、税金を徴収される。（チェック・ポイントで

の税徴収のほかに、ジャフナではすべての商

品が、南部に比べて何割か高い。印刷されてい

る定価は関係ない。これは定価の上にLTTEの

税金がかけられるからだ。）被害を受けるのは、

いつもどこでも罪の無い人々ばかりだ…。 

＊そこに生きる人びとの心を知る 

キリスト教教会とヒンズー教寺院が多いのは、

タミル人の多くがヒンズー教徒で、何割かがキ

リスト教徒だからなのだろうが、シンハラ人の

ほぼ 9割以上が仏教徒であり、したがって（仏

教）寺院が多い南部と比べてみても、その数

たるや驚くに値する。ジャフナのチーム・メイト

のスーザンはキリスト教徒なので、キリスト教系

の関係者・協力者とはすでにかなり強固な関

係を持っているようだが、ヒンズー教関係の団

体・個人とも、これからもっと人間関係を構築

していきたいと思う。特に、わたしはヒンズー

教という宗教あるいはその生き方・考え方、そ

して文化にとても強い関心を持っているので、

人々を通してそれらを学んでいきたい。あるい

はそれらを知ることで、タミル人の考え方・行

動のしかた・生きかたを学んでいきたい。 

結局のところ、紛争問題に向き合うというこ

とは、そこに生きる人々の考え方・感じ方・生

きかたを知り、彼らの立場・見方から問題に取

り組むということだろうと思う。紛争の歴史を知

り、対立関係にある団体・個人を色分け(マッ

ピング)し、分析したところで、それは有効な資

料にはなっても、そこから答えは見出せない。 

あるいはそれを机の上に載せて、理論上の解

決策を人々に提示したところで、紛争は終結

しない。なぜなら紛争・対立は人々の心の中

にあって、ノー・ハウ、模範的回答で片付く問

題ではないからだ。だから、わたしが興味を持

ち、知りたいと思うのは、戦火の歴史でもなく、

避難民の数でもなく（もちろん知っているに越

したことはないが）、人々が生きる文化・生活

習慣、考え方、そして生きかただ。 

ちなみに、ジャフナにも唯一仏教寺院があ

る。シンハラ人の仏教僧（そのひとりはマータ

ラ出身だという）が数人居て、シンハラ人仏教

徒の軍隊の兵士や警察官らが訪れているらし

い。わたしはここでも、日本人であること（さま

ざまな違いはあっても、日本でも仏教は信仰

されている）、そしてマータラに 1 年間住んで

いたという事実を利用して、寺院に集る人々

にアプローチしたいと思う。タミル人とタミル文

化に囲まれた彼らの本音を聞くことができれ

ば、とてもすばらしい。 

 NP は 11月 29日から 1週間マータラの近く

のワリガマという町で、スリランカ・プロジェクト

の全体チーム・ミーティングを行う。(その間に

マータラの知人・友人たちを訪問したいと思っ

ている！)その後わたしは2週間の休暇（スリラ

ンカ国内）に入り、次は交代でチーム・メイトの

スーザンが 3週間休暇で帰国（フィリピン）する。

  ジャフナでの活動は少しずつ進展している

が、まだ土台（プロポーザル）作り、リサーチ段

階というところなので、本格的な活動報告をみ

なさまにお送りできるのは、来年1月後半以降

になるかと思う。マハトマ・ガンジーの「善きこと

はかたつむりの速度で歩む」ということばを信

じて…。        ≪小見出しは編集部≫
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国際平和旅団（Peace Brigades International ，PBI） 

インドネシアプロジェクト 参加にあたって 

ＰＢＩボランティア・スタッフ 藤村 陽子 

 

みなさん、初めまして。私はＰＢＩという、

人権の擁護と平和の推進を目的とするＮＧ

Ｏに所属するものです。この度、ＰＢＩの事

前トレーニングに参加し、最終的にボランテ

ィア・スタッフとして採用されました。ＰＢ

Ｉは 1981 年に設立され、今までに数多くの

国で平和活動を行ってきており、現在はメキ

シコ、コロンビア、そして私の参加するイン

ドネシアで活動を行っています。インドネシ

アプロジェクトは現在、アチェと西パプアに

関する活動を行っています。 

私は関西大学を卒業後、イギリス・スコッ

トランドにあるアバディーン大学のロース

クールを卒業し、法学修士を取得しました。

専門は国際人権法です。その後、ＰＢＩのボ

ランティア募集を知り、その活動精神と内容

に興味を持ったので応募しました。 

ＰＢＩは要請に基づき、紛争地域に世界各

国から参加するボランティアから構成され

た非武装・非暴力のチームを派遣し、非暴

力・直接行動・中立の精神を柱に暴力的衝突

の非暴力的解決を促進する活動を行ってい

ます。そのボランティアの一員になるべく、

私は今年の夏頃にインドネシアに派遣され

る予定で、アチェに関する活動に従事するこ

とを希望しています。 

 ＰＢＩ・インドネシアプロジェクトには、

以前、野田真紀さんが日本人ではじめての参

加者としてご活躍されました。そして私が２

人目の参加者となります。真紀さんのインド 

ネシアでのご活躍を幾度かインターネット

や知人を通じて知るうちに、私もさらにがん

ばっていこうという気持ちになっています。

現在、アチェには軍政非常事態がひかれ、外

国人がその地域へ足を踏み入れることは不

可能です。しかし、その状態から今度、民政

非常事態へと変更されることとなりました。

これにより、劇的に状態がよくなるというこ

とではありませんが、ＰＢＩを初めとするＮ

ＧＯ諸団体の活動に影響することは間違い

ありません。私も、小さな力ながらですが、

アチェの平和推進に向けて貢献できればと

思っています。 

ＰＢＩは今までに一度も活動中に危害を

加えられたことはありませんが、しかし、い

つ非常事態が起こるかわからないのが現状

です。そして、アチェの民政非常事態への移

行が実現されても、危険との隣り合わせの活

動になることに変わりはないでしょう。そこ

で、一人でも多くの方に、私のインドネシア

での活動をご支援いただきたいのです。 

ＰＢＩはボランティア一人一人に緊急支

援ネットワーク（REN： Emergency Response 

Network）の設立を求めています。これは、

私やチームのメンバー、またサービスを提供

している NGO に緊急事態が発生した時、参加

者にとっていただく行動です。活動内容は主

に、ＰＢＩのほうから世界各国の担当者にＲ

ＥＮ要請の情報が回り、そして自国内の担当

者にもその旨の情報が入ります。 
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そして、その担当者からネットワーク参

加者へ連絡が回り、参加者は、インドネ

シア政府や軍などに対して生命の保障、

適正な調査などを要求する手紙を送付・

FAX するといった仕組みです。こういっ 

 

 

たみなさまからのご支援が、私の精神的

支えとなり、私に多大な勇気を与えてく

れることに間違いはありません。私のイ

ンドネシアプロジェクト参加にあたり、

ご支援をよろしくお願いいたします。

 

ＰＢＩにつきましては、オフィシャル・サイト（日本語のページはありません） 

とともに、ＮＰＪのウェブ・サイトもあわせてご覧ください。 

インターネットをご利用でない方は、事務局までお問い合わせください。 

★ＰＢＩオフィシャル・サイト http://www.peacebrigades.org/ 
★ＮＰＪ http://www5f.biglobe.ne.jp/~npj/PBI/index.html 

 

 

 

 ＊ Ｐ Ｂ Ｉ  イ ン ド ネ シ ア  レ ポ ー ト＊ 
              藤村陽子 ＊ PBI ボランティア・スタッフ 

 

皆様こんにちは。私がインドネシアにき

て１ヶ月が経ちました。今回は最初の状況

報告ということでジョクジャカルタの雰

囲気と私の生活等を中心にご報告したい

と思います。ジョクジャカルタはご存知の

方も多くいらっしゃると思いますが、イン

ドネシアの中でも古都といわれている町

です。ここには世界遺産に指定されている

寺院が２つもありますし、ワヤン・クリッ

（影絵芝居）やバティックなどの伝統工芸

もあります。しかしその半面、大学生の町

でもありいろいろな地域から集まった学

生で賑わう一面も擁しているので、とても

おもしろい町だと思います。 
私は現在、Wisma Bahasa(ウィスマ 
バハサ)という語学学校で月曜日から金曜
日まで毎日、インドネシア語の授業を受け

ています。上達は少しずつですが、毎日楽

しく勉強しています。同じ語学学校で勉強

している PBIのボランティアは私のほか 

に７名おり（１０月２０日現在）、お互い

に切磋琢磨しながらがんばっています。こ

こでは単語や文法などの基礎の習得から

最終的にはインドネシアの政治や紛争、平

和についてまでを議論できるまでになる

予定になっています。私は現在、６冊ある

教科書のうち、３つまで終了しましたが、

まだまだコミュニケーションはスムーズ

には行かないのが現状です。 
滞在先はコスというインドネシアの学

生には一般的な寮のようなところです。１

つの家に女性ばかりの１５名ほどが共同

生活をしており、風呂トイレが共同で部屋

は１人に１つあります。洗濯は洗濯機がな

いのですべて手洗いでやっています。私以

外の住居人は全員がインドネシア人です。

そのほとんどが大学生で、中には大学で日

本語を勉強している学生もいるのでとて

もお世話になっています。
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＊ ＰＢＩ インドネシアレポート ＊ 

毎日学校から帰ると、みんなが私にイン

ドネシア語やインドネシアの文化、そして

イスラム教について教えてくれるので、私

はそのお礼に英語や日本語、そして日本の

文化を教えています。 
私がこのコスで感じたことは、インドネ

シア人は友達との親密な関係を好み、いつ

も助け合いながら生活するという習慣が

強いということです。私は以前、イギリス

に住んでいた経験がありますが、個人的に

は欧米の個人主義の環境で生活するより

もインドネシアでのこういった生活のほ

うが居心地がとてもよく感じられます。 
現在、ラマダンで下宿先の友達が断食中

ですが、私も実は断食に挑戦しています。

きっかけは、地元の人と同じように生活し

てみたかったこと、インドネシアの文化を

少しでもわかりたかったこと、そして食べ

物のありがたさや貧しい人の気持ちを理

解するという、昔から両親に学んできたこ

とをもう一度再確認するためです。午前３

時頃に起きて食事をとるので夕方の６時

前まで何も食べたり飲んだりできないで

すが、意外と大丈夫です。しかし毎日暑い

インドネシアで日中外に出るととてもの

どが渇くのですこしつらいですが。まだ断

食が始まって６日目ですが、１ヶ月を目指

してできる限りがんばってみたいと思い

ます。 

＊ 寮の友達と ＊ 

 
語学学校で勉強中は PBI の活動はほと
んどありませんが、一度アチェチームのク

ライアントの方とお会いしました。しかし、

フォーマルなものではなく、一緒に食事を

しながら話をした程度でしたのでとても

リラックスしたものでした。現在アチェ問

題に取り組んでいるメダンチームはジャ

カルタへの引上げ作業に入りました。 
今後、私たちが再びアチェ地区へ戻れる

ように祈りながら私はインドネシア語の

習得に励んでいる今日この頃です。これか

らも皆様の励ましと応援を支えにがんば

っていきますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。 
2004年 10月 20日 

PBI 藤村 陽子 
 ジョクジャカルタにて 

 

編集部注：藤村陽子さんは、ピース・ブリゲイド・インターナショナル（ＰＢＩ）のボランティア 

として９月よりインドネシアに派遣されています。この原稿（「ＰＢＩインドネシアレポート」）は 

前号に掲載する予定でしたが、通信事情により間に合わず、今号での掲載となりました。 
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ff 非暴力＆トランセンド・ワークショップ 関西 入門編 XX 

 

報告：藤田 明史 (トランセンド研究会） 

 

2004 年 9 月 24 日・25 日に行われた「非

暴力＆トランセンド・ワークショップ 関

西」に参加した。非暴力平和隊・日本（Ｎ

ＰＪ）とトランセンド（平和的手段による

紛争転換）研究会が共同して行った最初の

試みである。 

ＮＰＪの井上茂樹氏の呼びかけにより、

参加者は定員いっぱいの約 25 名、大阪女

学院大学にて、24 日の夜(18:00-21:00)と

25日の午前(10:00-12:30)は非暴力トレー

ニング（講師：大畑豊氏、清末愛砂氏）、

25日の午後(13:30-17:00)はトランセンド

（講師：奥本京子氏、藤田明史）のワーク

ショップが行われた(ただし、17:00-18:00

は大畑氏による全体の総括)。 

私にとって非暴力トレーニングを受け

るのは今回が初めてで、たいへん貴重な経

験であった。トランセンドは、紛争の平和

的転換のエクササイズ、平和学の小レクチ

ャー、それにホーポノポノ形式の劇「『ア

ジア・太平洋の平和』の理解のために」の

朗読の 3部形式で行った。非暴力について

何かを把握したいとの参加者の熱い思い

に支えられて、2日間のワークショップは

無事終わることができた。 

 非暴力トレーニングの手法とトランセ

ンドのそれは、やはり違うなというのが私

の率直な感想である。どちらが良いという

のではなく、それぞれのやり方をとことん 

追求していくことによって、相互に相補的

な関係になるのではないか。やや楽観的な

見方かもしれないが、私はそう信じたい。

といってどこが違うのか、あまりはっきり

しない。議論を誘い出す目的で、私の印象

を少し書いてみよう。 

 非暴力トレーニングの基本的な思想は、

目の前にある直接的暴力にいかに非暴力

的な手段で対処するかということである

ようだ。これは非常に基本的で重要な立場

である。現実に発生している暴力を前に、

具体的な身体の動きから哲学的な議論ま

で、それに対処するために実に多くのこと

問題になってくるに相違ない。 

 トランセンドの思想は、第 1に暴力には

直接的暴力だけではなく構造的暴力や文

化的暴力があり、現実の暴力はそれらの複

合体であること、第 2にそうした暴力現象

は具体的な紛争の場にて起こること、第 3

にそうした紛争の平和的転換のために第

三者（平和ワーカー）の介入が有効である

と考えること、の 3つに基づいている。こ

の立場からも、理論的・実践的な非常に多

くの課題がでてくる。 

  

今後は、ＮＰＪとトランセンド研究会が、

他のアプローチを認めたうえで相互の協

力関係を築いていくことが、それぞれの発

展にとても重要ではないかと考えている。 
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